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表1r周辺住民の合意は不可欠」と「今後の処分場増設は必要」の意見分布(都道府県)
今後の処分場増設は必要
同意できる 同意できない 無回答 合計
周辺住民の 同意できる 20 3 。 23 
合意は不可欠 同意できない 9 2 。 11 
無回答 3 。 10 13 
































導入 導入 導入 予定は
ずみ 計画中 検討中 ない
2.4%( 1) 2.4%( 1) 40.5%(1η 40.5%(17) 
16.7%( 7) 2.4%( 1) 42.9%(18) 26.2%(11) 
54.8%(23) 11.併も(5) 23.8%(10) O.仰も(0) 
19.併も(8) 9.59も(4) 33.3%(14) 26.2%(11) 





























市町村 都道府県 市町村 都道府県
1 産廃業者 77.2%(453) 85.7%( 36) 71.7%(421) 85.7%( 36) 
2 排出企業 44.6%(262) 59.5%( 25) 34.1%(200) 54.8%( 23) 
3 中間処理業者 19.9%(117) 11.悌6( 5) 15.00;6( 88) 9.5%( 4) 
4 処分場の建設業者 25.7%(151) 4.8%( 2) 30.8%(181) 2.4%( 1) 
5 産廃業者の親会社 26.6%(156) 7.1%( 3) 30.2%(17η 7.1%( 3) 
6 排出企業の親会社 7.50/0( 44) 2.4%( 1) 8.0%( 47) 2.4%( 1) 
7 国 5.3%( 31) 2.4%( 1) 8.2%( 49) O.ゆ6( 0) 
8 自治体 7仰も(41) 2.4%( 1) 11.2%( 66) 2.4%( 1) 
9 産廃業者への融資企業 3.1%( 18) O.仰6( 0) 4.6%( 2η 0.0%( 0) 
10 排出企業への融資企業 1.0;6( 6) 2.4%( 1) 0.3%( 2) 2.4%( 1) 
11 現在の地権者 0.5%( 3) 4.8%( 2) O.仰6( 5) 21.4%( 9) 

























































































































































































よくある 多少ある あまりない まったくない lロ込 三ロiト
すでに苦情を受 1 1 
に地 けたことがある 1.1% 0.4% よ下
苦る 水汚 苦情の生じる 1 3 4 
情染 可能性がある 1.1% 2.29も 1.4% 
や 苦情が生じる 15 34 36 85 
土
可能性はない壌 34.1% 36.6% 26.5% 30.8% 
汚 地下水・土壌汚 3 29 57 97 186 
染
染はほとんどない 100.0% 65.仰6 61.3% 71.3% 67.4% 
ム口 言十 3 44 93 136 276 
100.仰る 100.仰6 100.ωも 100.ω4 100.側|
注)単位:上段は企業数、下段は百分比
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表5 r環境対策に関する自治体との協力」と「環境対策を進めるきっかけ」
環境対策に関する自治体との協力
よくある 多少ある あまりない まったくない 合計
市民の環境意識 2 15 18 35 
の向上 5.仰も 17.0"{' 22.5% 16.5% 
各種環境法の策 3 6 12 10 31 
境環 定・施行 75.約6 15.仰も 13.6% 12.5% 14.6% 
対策を
国内の公害・環 8 19 20 47 
境問題の深刻化 20.ω6 21.6% 25.0% 22.2% 
進 国際的な環境規 11 18 12 41 
め 格の普及 27.5% 20.5% 15.0% 19.3% 
る
き 他企業からの影 6 13 1 30 
つ 響 15.0% 14.8% 13.8% 14.2% 地、
~t 企業イメージの 5 7 8 20 
向上 12.5% 8.仰も 10.併も 9.4% 
その他 1 2 4 I 8 
25.0"{' 5.ゆ4 4.5% 1.3% 3.8% 
メ口込 計 4 40 88 80 212 


















人 イ物 している 2 
以 クの























あまりない まったくない Aロ. きロキi 
57 83 159 
51.8% 70目3% 57.2% 
53 35 119 
48.2% 29.7% 42.8% 






l 1 11 







































































自治体からの指導; よくある 多少ある あまりないまったくないl 合計
一一ーーー ーー ー! ーー一一ー一一ー一一ー一一ー一一時一ー “一一一一昨ー ----+-------
削減計画の 3 6 8 17 
実施企業 ~~ am ~ø a~ 
白治体との協力 l よくある 多少ある あまりないまったくないj 合計
削減計画の 2 4 7 4 17 
























































よくある 1 3 4 
0.9% 4.1% 1.4% 
2体5韮
多少ある 12 19 8 7 46 
36.4% 17.8% 12.3% 9.5% 16.5% 
あまりない 11 46 34 20 111 
33.釣6 43.ωも 52.3% 27.仰6 39.8%。
協カ 里フ まったくない 10 41 23 44 118 
る 30.39も 38.3% 35.4% 59.5% 42.3% 
合計 33 107 65 74 279 I 

















































17 17 111 
26.2% 22.7% 39.併も
42 14 85 
64.6% 18.7% 30.6% 
3 44 58 
4.6% 58.7% 20.9% 
65 75 278 



















行っているている ていない っていない 合計
していない 30 104 63 75 272 
90.99も 96.3% 96.併も 98.7% 96.5% 
している 3 4 2 1 10 
9.1% 3.7% 3.1% 1.3% 3.5% 
関 合計 33 108 65 76 282 
100.09も 100.09も 100.09も 100.09も 100.0% 
注)単位:上段は企業数、下段は百分比。








































行っているている ていない っていない A口 2口jt
していない 18 80 44 65 207 
設省 54.5% 74.1% 67.7% 85.5% 73.4% 備エ
の不 している 15 28 21 11 75 
導入 型 45.5% 25.9% 32.3% 14.5% 26.6% 
合計 33 108 65 76 282 





行っているている ていない っていない 合計
収回・使用済
していない 11 64 35 43 153 
33.3% 59.3% 53.8% 56.6% 54.3% 
している 22 44 30 33 129 
化再資託手車み川の 66.7% 40.7% 
46.2% 43.4%。 45.7% 
合計 33 108 65 76 282 



















































































































































































飯島伸子他「廃棄物に関する市町村調査報告(I)- (6) J， 
『総合都市研究j64号， p.171-271， 1997. 
飯島伸子他「産業廃棄物に関する自治体調査報告(1)










Industrial Waste (産業廃棄物)， Environmental Measures of Enterprises (企業の環境対策)， 
Participation in Community (地域参加)， Local Government (自治体)， Recycle Activities 
(リサイクル活動)
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四 Environmenta1Measures of Companies and Community Participation: 
The Environmental Policy of Companies in Japan (7) 
Ken Fujikawa* 
*Me討igakt血1University 
Compγ'ehensive U:γbαn Studies， No.73， 2000， pp.79-94 
百uspaper deals with the relations of companies' environmental measures and participation in 
community. From the result of research on local govemments' policies for industrial waste(1997)， 
we found a tendency that local govemments attach importance to companies as possible collabora-
tors in proceeding industrial waste policies. In this respect， the research on companies' environ-
mental measures reveals some differences according to the scale of companies. 
On the one hand， companies with more than 300 employees tend to collaborate with local gov-
emment and these collaborations affect environmental measures of the companies particularly in 
recycling activities. On the other hand， there are almost no such relations about the companies 
with less than 300 employees. 
Yet， asregarding participation in community activities such as cleaning or recycling， these dif-
ferences of scale become more weak. Some small and medium-scale companies active to environ-
mental measures take a positive attitude to community participation either. It is suggested that in 
these companies there is a certain relationshlp between consious of environment and that of com-
munity similar to the attitudes of individual citizens. 1 consider about this suggestion with respect 
to the concept of community-oriented-environmentalism. 
